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This article introduces a child-rearing support program for undergraduates. The program started in
2009 and is still offered at Chukyo University. We discuss the schedule, procedures, and apparent signifi-
cance of the program. We considered that the most important feature of the program was that people of
different ages (i.e., mothers with their infants and college students), interacted with each other, and bene-
fited from those interactions. Next, we used an online survey to examine how their experiences in this pro-
gram while at the university affected the lives of 29 graduates over the 4 years since their participation.
Our examination focused on three main issues: job-hunting, issues in the workplace, and interpersonal re-
lationships. The survey results revealed that most of the student participants used the program in promot-
ing themselves to prospective employers while job-hunting. Some participants reported their experiences
in the program helped them in interactions with mothers and their young children in the workplace as
well as in close interpersonal relationships. Additionally, some participants said their experiences im-
proved their interactions with other people in general, in that they more fully considered the feelings and
perspectives of others. Several of them stated that it was now easier for them to view their current situa-
tion in terms of lifelong personal development. These results were considered to reflect the effects of
multigenerational exchange between mothers with their infants and college students.









省, 1999, 2000a), 同じ時期に出された中央教育













だが, そうした取り組みの多くは, 職業上, 子ども
と関わる機会が多い保育系や看護系の学生を対象と
したものであり (川村・森, 2006；岡田, 2007 な
ど), 一般大学生などを対象にしたものはたいへん
少ない (川瀬, 2009；岡野, 2005；谷向, 2010 な




等しい (例外として, 川瀬, 2009；三林, 2005)｡


















を構成し, 前者は 2009 年度と 2010 年度の 2回, 後





水野・塚田, 2011 をご覧いただきたい)｡ 具体的な
スケジュールや内容は後述の通りだが, 初年度を除
く 2010 年度以降は, 心理学部の学部固有科目 (選









表 2 は, ｢発達心理学実習｣ の運営スケジュール
の概要を示したものである｡ 本実習は, 原則として
学生各人が一家庭を担当し, 5 月初旬から 11 月下
旬までの約 7 ヵ月間, 月に 1～2 回のペースで担当
家庭の母子らと関わりを持つという内容で構成され
ている｡ 受け入れ家庭の募集に関しては, 名古屋市








2009 26 4 30 18
2010 21 2 23 20
2011 30 8 38 30
2012 29 4 33 27
2013 27 2 29 27
2014 24 1 25 23
2015 19 11 30 23
2016 24 4 28 24








部 (2017 年 3 月時点) を数え, 児童相談所, 保健
所ほか, 子ども連れの親子がよく訪れる天白区内外
の施設等 180 ヵ所 (同じく 2017 年 3 月時点) に置
かれることもあって, これを見て応募してくださる
方が多い｡ 例年, 申し込み期間の 1ヵ月弱の間に,
20～30 程度の家庭による応募がある｡
一方, 担当学生は, 原則, 本実習の履修者である｡
受け入れ家庭とのバランスを考えて定員を設けてい
るが (30 人), 例年, 履修者は 20～25 名程度で安
定している｡ 女子学生の割合が高いが, 男子学生の
履修登録もあり, 男子学生が 10 名を超えた年もあ




授業では, 4 月初めのガイダンスのあと, 2 週程
度, 講義を行い, この科目を担当する発達心理学領
域助教と筆者, ならびに保育系短期大学教員 (本稿
第 6著者) で, 乳幼児期の子どもの発達や訪問にあ
たっての注意事項等の指導を行う｡ 4 月下旬に, 担
当学生と受け入れ家庭の母子の顔合わせを行い


























3月下旬～ 受け入れ家庭の募集案内の実施｡ メール, FAX等で随時, 募集を受け付ける｡
4 月上旬 履修学生の決定｡ これにより, 受け入れ家庭と担当学生のマッチングを行う｡
4 月下旬 担当学生と受け入れ家庭の母子との顔合わせ (“顔合わせの会”)｡
5 月上旬 家庭訪問等, 実習の開始｡
5 月 (～11 月) 各自, 実習を継続｡ また, 月 1回の報告会に参加して, 情報交換等を行う｡
10 月上旬～ “お礼の会”の企画・準備｡
12 月上旬 “お礼の会”の開催｡
1 月上旬 最終レポートの提出｡ このレポートは, 受け入れ家庭にも郵送で届ける｡
図 1 ｢PAKUっ子｣ に掲載された受け入れ















また, 月に 1回は, 経過報告会と称して全員が集
まるよう指示し, この報告会で各自の近況報告など
を行う (写真 2)｡ 担当家庭の子どもの月齢が近い
者どうしでグループ討論をすることもある｡



































で班を構成し, 歌や踊り, 劇, 製作など, 乳児期の
子どもと母親たちに喜んでもらえるような企画を立
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写真 2 経過報告会のようす 写真 3 “お礼の会”のようす
写真 4 メッセージカード
錯誤を経て当日を迎える｡ 会の最後には, 学生が心



























が, 1 年, 2 年の間隔を経て第二子の時にも応募し
てくださるケースも増えている｡ これまでの受け入
れ家庭数は 192 にのぼるが (表 1), この中には複
数回, 応募してくださった“リピーター”家庭が















いる (金田, 2005)｡ 本実習の場合, 子育て世代の
母親と学生, そして子どもという 3つの世代の交わ
りが特徴といえ, 学生には親準備性の発達が確認さ
















































2009, 2010, 2011 年度に実施した子育てサポー
ト活動に参加した学生 (当時) のうち, 調査時点で
本人のメールアドレスが確認できた 71 名に対し,
調査への協力依頼を行った｡ このうち 14 名は, 送
信エラーのため連絡が取れず, 結果的にメールを送
信することができたのは残り 57 名であった｡ この
57 名のうち, 以下の調査項目に回答が寄せられた
のは 29 名 (回答率 50.9％) であった｡ 平均年齢は
25.9 歳 (レンジ：24－28 歳), 男性が 5 名, 女性が
24 名であった｡ 実習に参加したのは, ｢1 回｣ が 20
名 (3 年次：12 名, 4 年次：8 名), ｢2 回｣ が 8 名
(いずれも 3, 4 年次), ｢3 回｣ が 2 名 (2, 3, 4 年
次) であった｡
 調査手続きと質問内容

















実習期間は, 先述の通り, 各年度 5～11 月 (2009










1, 2 回 6







1, 2 回 2 1～2 年前 2







1, 2 回 4 2 年以上前 2
3, 4 回 3 1～2 年前 5






中は約半数 (｢覚えていない｣ とする回答を除き 28
名中 13 名, 46.4％) が訪問を続けていたと回答し
た｡ 実習期間が終了した後, 在学中に 5回以上訪問
していた者もいた (4 名)｡ 卒業後も訪問を続けて
いた者は少なかったが (同様に 28 名中 4 名, 14.3
％), 直近の訪問が調査時点の 1 年以内であったと




数おり (29 名中 12 名, 41.4％), ごく最近メール
等でやりとりをした者もいた (3 ヵ月以内：4名(24




まな面に役に立ったかどうかを尋ねた (表 4)｡ 就
職活動の面で役に立ったと回答されたものは, ｢と
ても｣, ｢少しは｣ を合わせると半数を超えた (｢覚
えていない｣ とする回答を除き 25 名中 16 名, 64.0
％)｡ どう役に立ったかについての具体的な記述に
関し, 内容に即してカテゴリー化して整理したとこ
ろ (表 5), 記述が最も多かったのは, ｢自己 PR｣
であった｡ また, このほかでは, 子育ての現場を自
分の目で見て体験できたことが, 自分の将来 (子育
て) を見越して職場の勤務条件を考えるきっかけに



















就職活動において 7 9 8 1 4 0
仕事において 3 12 6 3 3 2
対人関係において 7 14 4 1 1 2
表 5 実習の経験がどのような面で就職活動に役に立ったか












































a 記述がなかった回答者もいた｡ また, 同じ人物が二つ以上のカテゴリーに関係する内容の記述を行っていた場合,
それぞれに１とカウントした｡
及んだ (｢覚えていない｣, ｢未回答｣ を除くと 62.5
％)｡ 具体的な記述内容を上記と同様にカテゴリー
化してまとめたところ (表 6), 母子と関わるうえ
でのスキルを身につけられたことで仕事上, 子ども
や子育て中の親に接することが容易になったといっ
た記述が最も多く (8 名), 次いで子育てをしてい
る人の立場や気持ちの理解が, 職場でのさまざまな
提案や活動につながっているとする記述も多かった






は｣ を合わせた人数は 21 名 (｢覚えていない｣, ｢未
回答｣ を除くと 80.8％) にのぼった｡ 具体的な記
述内容を見ると (表 7), 家族や友達など子育てを
している身近な人たちの気持ちがよく理解でき, 共
感できるという記述が最も多く (9 名), 在学中の
実習で身につけた世話のスキル (おむつ替えや離乳
食づくり) を生かしてサポートが提供できたとする
記述もあった (2 名)｡ また, 身近な人だけでなく
一般的に子ども連れの人への関心や理解が深まった








本研究のねらいは, 2009 年度にスタートし 2016
年度まで継続して実施している学生子育てサポート
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表 6 実習の経験がどのような面で仕事に役に立っているか
















































a 記述がなかった回答者もいた｡ また, 同じ人物が二つ以上のカテゴリーに関係する内容の記述を行っていた場合, それ
ぞれに１とカウントした｡
まで含めて考えると, 半数近くが何らかの形で関係
を維持していた｡ ただ今回の調査では, 3 つの年度
(2009, 2010, 2011 年度) のいずれかにおいて, 学
部 3年時ないし 4年時に実習に参加した人を対象と
していたため, 卒業してからの経過年数には 3～6
年までの開きがあった｡ そのため, 同じ ｢1 年前に
メールでのやりとりがあった｣ という回答でも, 卒




と, ごく最近 (3 ヵ月以内) にメールないし電話を


















































































































家庭との交流) は, 自分の人生のもう少し先, すな









































































たものがあり, その回答者には 27, 28 歳の, 卒業
から比較的年数が経過した人も多数含まれていた｡



















る｡ 就職活動において自己 PRに利用したこと, 仕
事, プライベートの両面において, 子どものいる人
との関わりかたやコミュニケーションのとり方を学
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